
１１月２９日（金）に、長崎大学教育学部幼児教育コースの１年生が来園し、子どもたちの前で出し物を

してくれました。

年少組では、アンパンマンのキャラクターに扮した学生が、アニメの中で流れる曲に合わせて踊りを踊っ

ていました。子どもたちも聞きなじみがあり、大好きな曲ということで、楽しそうに踊る姿が見られました。

年中さくら組では、歌を歌ったり、５つの箱のどれかに仕掛けてある鈴の音がどの箱から聞こえたかクイ

ズをしたり、音に関する出し物を行っていました。

年長ふじ組では、サイコロを振って出た目に示してある、「手遊び」「笑顔」などのお題をクリアすると、

マスを進むことができる双六形式のゲームでした。

どの学年でも、発達段階に合わせた内容を準備してくれており、子どもたちも楽しそうに参加していまし

た。今回表現活動をした学生は、来年参加観察で幼稚園の一日について知り、再来年は主免教育実習に来て、

実際に保育に携わることになります。これも、大学との連携ができる、附属幼稚園の良さだと思います。


